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が　
、　
12
月　
号　
（　
10
月　
26
日　
発　
売　
）　
で　
、　
掲　

載　
し　
た　
「　
独　
走　
ス　
ク　
ー　
プ　
　　
リ　
コ　
ー　
ル　
監　

査　
の　
日　
、　
社　
員　
は　
こ　
う　
動　
く　
」　
の　
見　
出　
し　

の　
ペ　
ー　
ジ　
で　
掲　
載　
し　
た　
日　
産　
自　
動　
車　
（　
以　

下　

日　
産　
）　
の　
「　
リ　
コ　
ー　
ル　
監　
査　
対　
応　
マ　

ニ　
ュ　
ア　
ル　
」　
だ　
。　

マ　
ガ　
ジ　
ン　
Ｘ　
読　
者　
の　
皆　
さ　
ま　
か　
ら　
大　
反　

響　
を　
い　
た　
だ　
い　
た　
こ　
の　
記　
事　
は　
、　
新　
聞　
が　

取　
り　
上　
げ　
る　
に　
至　
っ　
て　
、　
さ　
ら　
に　
波　
紋　
は　

「　
Ｎ　
社　
で　
は　
リ　
コ　
ー　
ル　
に　
関　
す　
る　
Ｆ　
社　
、　

Ｍ　
社　
の　
経　
験　
を　
無　
視　
し　
、　
体　
質　
改　
善　
を　
す　

る　
ど　
こ　
ろ　
か　
、　
今　
ま　
で　
以　
上　
に　
、　
隠　
ぺ　
い　

工　
作　
が　
活　
発　
に　
行　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
」　。　

こ　
う　
し　
た　
ク　
ダ　
リ　
で　
始　
ま　
る　
告　
発　
文　
と　

と　
も　
に　
、　
あ　
る　
日　
、　
編　
集　
部　
に　
届　
い　
た　
の　

本
誌
記
事　
で　
日
産
が

運
輸
省　
に
釈
明

本誌1 2月号で独占掲載した「監査対策マニュアル」。本誌ではメーカー名の特定を
避けた。だが、1 1月3日付けの読売新聞が「日産」と報道したことにより、その後の波
紋はさらに大きくなっている。「リコール隠しは一切ない」と言い切る日産自動車の
運輸省への回答は間もなく。いまこそマニュアルの全貌を明らかにしよう！
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こ　
の　
中　
で　
「　
パ　
ソ　
コ　
ン　
を　
監　
査　
画　
面　
に　

切　
り　
替　
え　
る　
と　
は　
」　
の　
質　
問　
に　
は　
、　「　
監　

査　
官　
が　
来　
た　
と　
き　
に　
品　
質　
情　
報　
処　
理　
シ　
ス　

テ　
ム　
に　
ア　
ク　
セ　
ス　
す　
る　
た　
め　
の　
ソ　
フ　
ト　
を　

迅　
速　
に　
立　
ち　
上　
げ　
る　
よ　
う　
に　
せ　
よ　
と　
の　
注　

意　
」　
だ　
と　
説　
明　
す　
る　
と　
か　
、　「　
サ　
イ　
ド　
机　

の　
下　
段　
は　
当　
日　
使　
用　
の　
資　
料　
を　
す　
ぐ　
退　
避　

で　
き　
る　
よ　
う　
少　
し　
開　
け　
て　
お　
く　
」　
と　
は　
ど　

う　
い　
う　
こ　
と　
か　
の　
質　
問　
に　
は　
、　「　
見　
せ　
ら　

れ　
る　
資　
料　
と　
は　
管　
理　
職　
の　
承　
認　
を　
受　
け　
た　

資　
料　
の　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　
作　
成　
途　
中　
の　
資　
料　

と　
区　
別　
し　
て　
、　
紛　
失　
し　
な　
い　
よ　
う　
に　
保　
管　

し　
て　
お　
く　
為　
の　
注　
意　
」　と　
説　
明　
す　
る　
な　
ど　
、　

い　
ま　
ひ　
と　
つ　
よ　
く　
分　
か　
ら　
な　
い　
答　
を　
用　
意　

し　
た　
り　
も　
し　
て　
い　
た　
。　

本　
誌　
が　
発　
売　
さ　
れ　
る　
頃　
に　
は　
、　
日　
産　
を　

方　
々　
に　
、　新　
聞　
、　テ　
レ　
ビ　
に　
先　
ん　
じ　
て　
、　
さ　

ら　
に　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　
の　
現　
物　
を　
お　
見　
せ　
で　
き　

た　
こ　
と　
は　
、　編　
集　
部　
と　
し　
て　
光　
栄　
に　
思　
う　
。　

日　
産　
の　
対　
応　
は　
早　
か　
っ　
た　
。　
マ　
ガ　
ジ　
ン　

Ｘ　
が　
発　
売　
さ　
れ　
た　
後　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
10
月　

30
日　
よ　
り　
前　
に　
、　
運　
輸　
省　
に　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　

が　
同　
社　
の　
も　
の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
認　
め　
る　
旨　

の　
報　
告　
を　
行　
っ　
た　
。　
こ　
れ　
は　
「　
当　
局　
の　
指　

導　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
」　（　
事　
情　
通　
）　
か　
ら　
、　

そ　
の　
点　
で　
は　
迅　
速　
な　
対　
応　
だ　
っ　
た　
と　
言　
え　

る　
。　さ　

ら　
に　
読　
売　
新　
聞　
が　
記　
事　
掲　
載　
し　
た　
11

月　
３　
日　
に　
は　
、　
幹　
部　
向　
け　
に　
、　
広　
報　
部　
イ　

ン　
タ　
ー　
ナ　
ル　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
、　
人　

事　
部　
連　
名　
に　
よ　
る　
社　
内　
メ　
ー　
ル　
も　
配　
信　
。　

そ　
の　
中　
で　
「　
当　
社　
は　
リ　
コ　
ー　
ル　
隠　
し　
は　
一　

切　
行　
っ　
て　
お　
り　
ま　
せ　
ん　
」　
と　
力　
強　
く　
主　
張　

し　
て　
い　
る　
。　
同　
様　
に　
、　
他　
の　
マ　
ス　
コ　
ミ　
向　

け　
だ　
ろ　
う　
か　
、　
い　
わ　
ゆ　
る　
「　
想　
定　
問　
答　
集　
」　

も　
作　
成　
。　

広　
が　
り　
を　
み　
せ　
て　
い　
る　
。　
読　
売　
新　
聞　
11
月　

３　
日　
付　
け　
朝　
刊　
１　
面　
に　
は　
「　
日　
産　
が　
検　
査　

官　
対　
策　
書　
　　
ク　
レ　
ー　
ム　
隠　
し　
の　
疑　
い　
も　
」　

の　
見　
出　
し　
で　
５　
段　
記　
事　
が　
掲　
載　
さ　
れ　
た　
。　

本　
誌　
発　
売　
の　
９　
日　
後　
で　
あ　
る　
。　「　
先　
月　
下　

旬　
、　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　
の　
存　
在　
が　
業　
界　
雑　
誌　
で　

取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
か　
ら　
同　
社　
は　
運　
輸　

省　
に　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　
を　
使　
っ　

て　
い　
た　
事　
実　
を　
申　
告　
し　
、　
事　
情　
を　
説　
明　
し　

た　
」　
と　
記　
載　
。　
後　
日　
、　
本　
誌　
が　
執　
筆　
し　
た　

社　
会　
部　
の　
担　
当　
記　
者　
に　
直　
接　
確　
認　
し　
た　
と　

こ　
ろ　
「　
業　
界　
雑　
誌　
」　
は　
マ　
ガ　
ジ　
ン　
Ｘ　
で　
あ　

る　
こ　
と　
が　
改　
め　
て　
判　
明　
し　
た　
。　

読　
売　
新　
聞　
の　
第　
一　
報　
以　
降　
、　
当　
日　
の　
テ　

レ　
ビ　
、　
翌　
日　
の　
新　
聞　
各　
紙　
は　
こ　
ぞ　
っ　
て　
後　

追　
い　
報　
道　
を　
し　
た　
の　
で　
、　
読　
者　
の　
皆　
さ　
ま　

も　
い　
ず　
れ　
か　
の　
記　
事　
を　
目　
に　
さ　
れ　
た　
こ　
と　

と　
思　
う　
。　
一　
部　
新　
聞　
な　
ど　
は　
「　
マ　
ニ　
ュ　
ア　

ル　
は　
全　
部　
で　
３　
枚　
」　
と　
、　
明　
ら　
か　
に　
マ　
ガ　

ジ　
ン　
Ｘ　
を　
見　
て　
原　
稿　
を　
書　
い　
た　
な　
？　
と　
思　

わ　
せ　
る　
「　
誤　
報　
」　
も　
見　
受　
け　
ら　
れ　
た　
。　

い　
ず　
れ　
に　
し　
て　
も　
、　
日　
頃　
、　
マ　
ガ　
ジ　
ン　

Ｘ　
を　
ご　
愛　
読　
い　
た　
だ　
い　
て　
い　
る　
読　
者　
の　

含　
め　
て　
、　
そ　
ろ　
そ　
ろ　
運　
輸　
省　
の　
「　
総　
点　
検　

指　
示　
」　
に　
対　
す　
る　
各　
社　
の　
回　
答　
書　
が　
同　
省　

に　
寄　
せ　
ら　
れ　
る　
頃　
と　
お　
も　
わ　
れ　
る　
。　「　
万　

が　
一　
、　
虚　
偽　
の　
報　
告　
が　
あ　
っ　
た　
場　
合　
に　
、　

情　
状　
酌　
量　
の　
余　
地　
は　
一　
切　
な　
い　
」　（　
前　

出　
・　
事　
情　
通　
）　
だ　
け　
に　
メ　
ー　
カ　
ー　
サ　
イ　
ド　

も　
よ　
も　
や　
小　
細　
工　
は　
し　
な　
い　
と　
思　
わ　
れ　

る　
。　
過　
去　
の　
清　
算　
に　
対　
す　
る　
ペ　
ナ　
ル　
テ　
ィ　

を　
恐　
れ　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
先　
、　

21
世　
紀　
へ　
向　
け　
て　
、　
世　
界　
に　
通　
用　
す　
る　
企　

業　
経　
営　
を　
実　
践　
す　
る　
た　
め　
の　
契　
機　
と　
し　
て　

と　
ら　
え　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
も　
の　
だ　
。　
本　
誌　
が　

ス　
ク　
ー　
プ　
し　
た　
こ　
の　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　
が　
「　
リ　

コ　
ー　
ル　
隠　
し　
」　
を　
指　
示　
し　
た　
も　
の　
で　
な　
い　

こ　
と　
を　
祈　
り　
つ　
つ　
、　
読　
者　
の　
皆　
さ　
ま　
と　
と　

も　
に　
さ　
ら　
に　
ウ　
ォ　
ッ　
チ　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
。　

日産がクレーム情報を隠すためと

受け取られかねない詳細なマニュア

ルをつくっていた問題は、ことのほか

運輸省を怒らせている。

0 0年夏に発覚した三菱自動車のリ

コール隠し騒動が国内の自動車業界

に大きな波紋を投げかけたのはご存

知のとおり。結果として三菱は、道路

運送車両法違反（虚偽報告）で刑事

告発（過料済み）された。それを受け

て運輸省は９月下旬、国内の全自動

車メーカーに対して、“クレーム情報

の管理や検査時の総点検”の報告を

1 1月中旬までをメドにもとめている。

業界の事情通によると、運輸省は

日産に対し「少しくらい時期が遅く

なってもよいから、きちんとした報告

書を出すよう」にもとめたという。ほ

かのメーカーにくらべて、日産がより

重点的にチェックされるであろうこ

とは明らかだ。

しかも、日産に対する運輸省の“強

硬”姿勢はこれだけにとどまらない。

今回問題となった日産のマニュアル

では、運輸省の検査官が「工場」に乗

り込むことが想定されていた。

これに対して運輸省は、リコール

にかかわるヌキウチ検査の対象を“デ

ィーラー”にまで拡張することを検討

している。リコール情報のような、ユ

ーザーに直結する欠陥は、通常はメ

ーカー本社からディーラーに知らさ

れている。なにもメーカーや工場から

ではなくて、ディーラーから取ればよ

い、というのが運輸省の意向だ。

日産は、今度はディーラー用の対

応マニュアルをつくらなければいけ

なくなるかもしれない。（篠原隆史）

日産自動車は運輸省から“目”をつけられた

読
売
報
道
当
日　
に
社
内　
メ　
ー　
ル　
で　

「　
リ　
コ　
ー　
ル
隠　
し　
は　
一
切
や　
っ　
て　
な　
い　
」　
と
主
張

1 2月号未公開分を含むマニュアルのすべてを公開する。ただし、個人名と外線電話

番号は掲載を見合わせた。
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●スクープ短信● 1 1月初旬時点までに2 0 0 0年度における運輸省の監査は日産に入っていない模様。
間もなく実施されるか。
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